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年 頭 の ご 挨 拶 

新横浜テクノゾーン協同組合 

代表理事 栗屋野 香  

 

明けましておめでとうございます。組合員の皆様には、お健やか

に平成 25年の初春をお迎えになられたことと心よりお慶び申し上

げます。 

昨年を振り返りますと、東日本大震災からの復興関連需要や各種

政策による効果で緩やかながらも、全体的には景気の回復が見込ま

れておりましたが、円高基調は長期にわたり未だ解消されず、ＥＵ

を中心とした債務危機による海外経済の減速、更には尖閣諸島領有

をめぐる対立から中国との関係悪化、韓国とも竹島領有問題により

不穏な空気が漂うなど外交・国内経済、政治面においてすべて下降

局面を迎え、年末には与党大敗という結果につながっていきました。 

そのような中、ロンドンオリンピックにおいて、我が国の誇るアスリート達が奮闘し、数々の思

い出に残る名場面を展開し、国民に夢と希望を与えてくれました。また京都大学の山中伸弥教授が

ノーベル生理学・医学賞を受賞され、再生医療という分野に足跡を残したうえ、その受賞に驕らず

に研究結果を早く実際の治療に役立てる努力をしたいという気概を明確に示され、不安定な世情に

倦んでいた日本人に新たなる自信と前向きに生きようという気持ちを強く持たせてくれました。 

我々中小企業も下を向いているばかりではなく、明るい話題に背を押され、様々な中小企業施策

を利用し、現状を打破して経営革新を行っていく気概を示さねばなりません。 

自民党政権下で景気回復が望めるか、今後その政治活動に目を光らせ、生き抜いていくために一

丸となり声を上げていき、僅かでも前進して参りたいと思います。その為に個々の力を結集し、よ

り大きな力とするためには、組合活動に対する皆様のご協力とご支援が欠かせません。理事及び事

務局から各種お願いが皆様の元に参りました際には、是非積極的な協力姿勢をお示しくださいます

ようお願い申し上げます。 

最後になりましたが、本年の皆様方のご健勝とご活躍を心から祈念いたしまして、年頭の挨拶と

させていただきます。 

 

お 知 ら せ 

2013年 1月8日より事務局は通常営業いたします。尚、8日は組合清掃の日でもあります。 

朝9時に第 1駐車場裏にお集まりください。 


